
 

 
 

 

  開開  催催  要要  綱綱    
◆目的と概要 

私たち、地域生活支援フォーラム千葉実行委員会では、支援費制度開始前夜に第 1回フォーラムを開

催以来、毎年のようにめまぐるしく制度が変わっていく中で、前向きに付き合いながら、障害を持った

人たちが地域でも暮らすことができる仕組みづくりにこだわって、それを追求していきたいと毎年のフ

ォーラムを開催してまいりました。 

今年は、地域での生活を考える上で重要なアイテムとなる「グループホーム」「相談支援事業」「自

立支援協議会」をキーワードに開催いたします。現在行われていることの報告をいただいて現状を共有

しながら課題を検討しあいます。明日の実践に活かしていくために、皆さんと考えましょう。 

 

◆主 催 地域生活支援フォーラム千葉実行委員会 

                      （実行委員長：田上昌宏、千葉県手をつなぐ育成会会長） 
 

◆後 援 千葉県、千葉市、千葉県社会福祉協議会、千葉市社会福祉協議会、千葉県手をつなぐ育成会、千

葉市手をつなぐ育成会、千葉県自閉症協会、千葉県重症心身障害児（者）を守る会、千葉市重症心身障害児（者）

を守る会、千葉県肢体不自由児者父母の会連合会、千葉市肢体不自由児者父母の会、千葉県知的障害者福祉協

会、千葉県特別支援教育研究連盟、千葉県盲聾養護学校校長会、千葉県社会福祉士会、千葉県介護福祉士会、

千葉県生活ホーム等連絡協議会、千葉県グループホーム等連絡協議会、Ｐ＆Ａちば、選べる福祉ネットワーク、

千葉障害者就業支援キャリアセンター、朝日新聞千葉総局、読売新聞千葉支局、毎日新聞千葉支局、産経新聞

千葉総局、千葉日報社、ＮＨＫ千葉放送局（以上依頼中、順不同） 

 

◆日 時 平成２０年１２月７日（日） １０時００分～１７時００分（９時３０分開場、受付） 

 

◆会 場 千葉市生涯学習センター：千葉市中央区弁天3-7-7 

 

◆参加費 ２０００円（資料代として、当日会場でいただきます） 

 

◆参加者 千葉県内の障害児者福祉行政担当者、サービス利用者、障害児者福祉サービス事業者、障害者雇用

関係者、社会福祉協議会等関係者、障害児教育関係者、大学等研究機関関係者、その他この企画に関心

のある方々 

 

◆人 数 ３００名（予定）（先着順にて締め切らせていただきますのでご了承ください） 

第８回 地域生活支援フォーラム千葉 
 

 「誰もがその人らしく地域で暮らすために」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ププ  ロロ  ググ  ララ  ムム    
 

 

9:30～    受付、資料配付 

 

 

10:00～    主催者挨拶 

 

 

10：10～11:10 講演「なぜ条例を、そしてどうなった？」 
野沢和弘さん（元障害者差別をなくすための研究会座長 
 
「～千葉県条例」が施行されて1年が過ぎました。条例 

制定の意味をあらためて振り返り、その後におこったこと
を検証しながら、今後私達が考え、行うべきことを確認し
ていきます。 

 

 

11:10～12:40 シンポジウム①「グループホームの検証」 
～素敵な生活を目指して～ 

久保田美也子さん（千葉市育成会会長） 

上田昌弘さん（ぽぴあ蔵波の家利用者） 

伊藤英樹さん・桐谷陽子さん 
（君津圏域グループホーム支援ワーカー） 

宮代隆治さん（社会福祉法人さざんか会理事長）

コーディネーター：関口幸一さん（NPO法人ぽぴあ理事長） 

 
地域での生活を考える時に欠かせないアイテムの一つで

ある、グループホームですが、巷の期待通りにその整備が進
んでいないのが現状ではないでしょうか。 

グループホームでの素敵な生活を目指して、そのあり方を
検証します。 
 

 

12:40～13:30 休憩  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

13:30～14:30 講演「健康福祉千葉方式のめざすもの」 

堂本暁子（千葉県知事） 

 
「健康福祉千葉方式」として、堂本県政の下、官民共働で健

康福祉施策が推進されてきました。 
福祉行政の具体的な展開が市町村行政に委ねられている今、

千葉県が目指してきた官民共働の意義を明らかにし、地域でそ
れを行うために官民それぞれの立場で必要なことをお話いただ
きます。 
 

（休憩）  

 

14:40～15:10 寸劇 
 

昨年、一昨年のフォーラムでの大好評(？)に調子に乗って、実
行委員劇団が今年もまた（まだ?）やります。 

グループホームの暮らし、自立支援協議会のことを、、、皆
さんと一緒に考えましょう。 

鋭意準備中！ご期待を。 
 

 

15:15～16:45 シンポジウム② 

「地域自立支援協議会と相談支援事業を生かす」 
報告：県内市町村行政担当者（５人程度を予定） 

シンポジスト：安藤公一さん（千葉県障害福祉課課長） 

大木三雄さん（千葉市障害者自立支援課課長） 

曽根直樹さん（東松山市社会福祉協議会） 

コーディネーター：細渕宗重さん（社会福祉法人ロザリオの聖母会） 
 

大切だと言われながら、その実体がほとんど知られていない
自立支援協議会の取り組みをいくつかの市町村行政に報告いた
だきながら、その役割と行うべきことを整理します。 
 

17：00    閉 会 

 

17:30～19:00 交流会・親睦会 
 話しきれなかったこと、聞きたかったことを場所

と雰囲気を変えて話しませんか？ 
申込書にて別途、事前申し込みをいただきます。 
会場は生涯学習センター横「ベネチアン」。会費

3000円を予定しています。 
 



  

  参参  加加  要要  領領    
 

◆参加費 ２０００円（資料代：当日会場にて徴収させていただきます） 

◆申込み １１月２０日（木）までに同封の申込用紙に必要事項を記入のうえ、下記申込先まで郵送、

ファクシミリまたは電子メールにてご送付ください。定員を超えての締め切り後にお申し

込みいただき、お断りをさせていただく場合のみこちらからご連絡をさしあげます。 

※お申し込みをキャンセルされる場合は、お早めにお知らせ下さい。 

※当日会場にてお弁当の注文販売をいたします。概数の把握が必要ですので、ご希望される

方はお申し込み時に該当欄にご記入下さい。 

※車椅子を御利用の方、手話通訳、要約筆記が必要な方は、申込用紙の該当欄に○をつけて

ください。 

◆申込・問合せ先  

香取障害者支援センター（担当：石橋友樹） 

〒287-0002 千葉県香取市北1-11-18 

TEL:0478(52)9920 FAX:0478(50)2881 ﾒｰﾙ:t-ishibashi@rosario.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜交通＞ 
     （電車）ＪＲ千葉駅 徒歩８分 

都市モノレール千葉公園駅 徒歩5分 

（バス）ＪＲ千葉駅北口バス24番乗り場から千葉内陸バス 
「JR千葉駅東口」ゆき３分「中央図書館・生涯学習センター」バス停下車すぐ 


